
The British Broadcasting Corporation (BBC) is internationally famous for the quality and 
impartiality of its news items. BBC reporters also strive to make the news both interesting and 
as easy to understand as possible. 

We have chosen 15 items that we think would be of particular interest, and therefore 
motivating. They are all  about Britain, and British events, so learners will gain an 
understanding of the life and culture of that country. Some stories are based in London and 
the Home Counties, but we also visit such varied places as Cornwall in the South West, 
Swansea University and Bodnant Garden in Wales, and Yorkshire and Newcastle in the North 
of England. Listeners will be interested in the different accents, some of which are very strong. 

The book covers such topics as education, the environment, health, transport, and a number 
of social and political issues. Some aspects are also important in Japan, so there is the 
opportunity to discuss and compare the two countries. In fact, many topics are of international 
importance, as the world deals with the challenges posed by climate change, artificial 
intelligence, and migration. 

As ever, new items of vocabulary are explained, and the notes (in Japanese) will explain any 
interesting points of grammar and usage of English. However the most important purpose of 
this book is that the learners should be able to engage in the subject matter, research, and 
then discuss together. With this in mind, we have developed discussion questions that would 
encourage them to relate these new discoveries with what is already familiar to them. 

The videos are easily accessible online. This will make it easy for students to study by 
themselves out of class. 

We hope you enjoy the book and the videos.

　本書は、実際に放送された BBC（英国放送協会）のニュースを教材として、ニュースキャスターや
街頭インタビューを受ける native speakerが自然に話す英語に触れることで、学習者のリスニング力
や語彙力といった英語力を伸ばすことを目的としています。同時に、イギリスや世界で起こっている
出来事やその背景となる社会や文化についても学べるように工夫されています。
　扱うトピックは、政治、環境、文化から、医療、科学技術、移民問題まで多岐にわたるものとし、
できるだけ up to dateでありつつも普遍的なものを選びました。学習する皆様の興味関心の幅を広げ、
ご希望にお応えすることができれば幸いです。 
　前作に引き続き、ユニット内のコラムは、イギリス文化についての興味深い情報を増やして充実を
図り、Questionsも最初の Setting the Sceneに始まり Follow Upにいたるまで、各ユニットで取り
上げるニュースを順序良く掘り下げて理解が深まるように配慮しました。
　本書を通じて、伝統と革新が共存する多民族国家イギリスが、4つの地域の独自性を保ちつつ、総
体としてのイギリスらしさ（“Britishness”）を模索する今の姿を見ていただけると思います。現在の
イギリスは、物価の高騰による生活苦が続く中、2024年 7月の総選挙によって 14年ぶりの政権交代
が行われ、新たな時代を迎えています。日本や世界に与える影響を考慮すると、今後もその動きから
目が離せません。
　このテキストを使って学習する皆様が、イギリスや世界の状勢に興味を持ち、さらには、自分から
英語ニュースに触れたり、英語で意見を述べたりと、ますます学習の場が広がっていきますことを、
執筆者一同願っております。
　最後に、BBCニュースを教材として使うことを許可してくださいました BBC、編集に際してご尽
力いただきました金星堂の戸田浩平様に、この場をお借りして心より感謝申し上げます。

Introduction

はじめに



テキストの特徴テキストの特徴
　普段の生活の中で、ニュースの英語に触れる機会はあまりないかもしれません。本テ
キストは、初めて英語でニュースを観る場合でも無理なく取り組めるよう、多種多様な
アクティビティを用意しています。単語のチェックや内容確認、穴埋め、要約、ディス
カッションを通して、段階を踏みながらニュースを理解できるような作りになっている
ので、達成感を感じることができるでしょう。

STARTING OFFSTARTING OFF
Setting the Scene
　実際にニュースを観る前に、ニュースで扱われるトピックについて考えるためのセク
ションです。トピックについての学習を始めるにあたり、身近な問題としてトピックを
捉えられるような問題を用意しました。ここで先にニュースに関する情報を整理してお
けば、実際にニュースを観る際に理解が容易になります。ニュースで使われている単語
や語句、または重要な概念をここで予習しておきましょう。

Building Language
　ニュースの中で使われる重要単語を学びます。単に日本語の訳語を覚えるのではなく、
英語での定義を通して、また同義語を覚えながら、単語の持つ意味を英語で理解するこ
とを目指します。また、これらの単語はディスカッションを行うときにもおそらく頻繁
に使うことになる単語ですし、ニュースの核となる単語ですので、発音もしっかりと確
認することが重要です。

WATCHING THE NEWSWATCHING THE NEWS
Understanding Check 1
　実際にニュースの中身を詳しく見ていく前に、どんな意見が交わされているのかを確
認します。ここで具体的にニュースのイメージをつかむことが大事です。全体像を簡単
にでも把握することで、ニュース理解の大きな助けとなります。

Understanding Check 2
　ニュースに関する問題を解くことで、どれだけニュースを理解できたか確認すること
ができます。間違えた箇所に関しては、なぜ間違えたのかをしっかりと分析し、内容を
正確に把握しましょう。Filling Gapsのアクティビティを行ってから Understanding 
Check 2に取り組むのも効果的かもしれません。

本書の使い方



Filling Gaps
　ニュースの中で重要な意味を持つ単語を聞き取ります。何度も繰り返し聞き、正しい
発音を意識します。それと同時に、単語を正しく書き取ることで、耳と手との両方の動
きを通して重要単語を習得することを目指します。もし時間に余裕があれば、穴埋めの
単語を実際に発音し、耳と手に加え口も使って覚えると効果的です。

MOVING ONMOVING ON
Making a Summary
　この箇所は、これまで観てきたニュースをまとめる部分でもあり、かつ Follow Up に
至る前の準備の段階でもあります。しっかりと内容を理解しているか、このアクティビ
ティを通して確認しましょう。また、Building Languageで出てきた単語を再度使って
いるため、単語の習熟の確認ができるようになっています。

Follow Up
　ニュースと関連したトピックをいくつか挙げてあります。ニュースで得た知識、また
単語を活かして話し合いを行うためのセクションです。トピックには、その場で話し合
えるものと各自調べてから発表し合うもの、両方が含まれています。そのニュースに関
してだけでなく、今後似たような話題に接したときにも意見を述べることができるよう、
このアクティビティで仕上げを行います。

Background Information
　ニュースでは、必ずしもすべての事柄が説明されているとは限りません。ニュース
の核となる事柄で、かつニュースの中ではあまり詳しく説明されていないことに関し
て、このセクションでは補足しています。ニュースをより深く理解するのにも役立ち
ますし、Follow Upでの話し合いの際にも使えるかもしれません。

Behind the Scenes
　ニュースに関連することではありますが、Background Informationとは異なりこ
こではニュースの核となることではなく、話題が広がる知識、教養が深まる知識を取
り上げました。肩の力を抜き、楽しんで読めるような内容になっています。

・ 各ユニットで取り上げたニュース映像はオンラインで視聴することができます。詳しくは巻末
を参照ください。
・ テキスト準拠の Audio CD には、各ユニットのニュース音声と、ニュースを学習用に聞き取り
やすく吹き替えた音声、Making a Summaryを収録しています。
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ロンドンの地下には古代ローマの遺跡がたくさん眠っ
ています。発見された遺跡を保護し、現代の建造物と
共存させながら街の歴史を伝えていくための取り組み
が進んでいます。ニュースを見てみましょう。

On Air Date  12 February 2025

A Roman Basilica in 
Ancient London

Unit 1

Setting the Scene

What do you think?

1.	 Are you interested in archaeology? Why, or why not?

2.	 What do you know about when the Romans were in Britain? Was it a happy 

time?

3.	 Do you know of any famous buildings or other structures in London? What are 

they?

Building Language

Which word (1-5) best fits which explanation (a-e)?

1.	 thriving	 [     ]

2.	 bustling	 [     ]

3.	 literally	 [     ]

4.	 preservation	 [     ]

5.	 impress	 [     ]

STARTING OFF

a.	actually; without exaggeration or inaccuracy

b.	act or process of preventing damage or deterioration

c.	very healthy, successful, and developing well

d.	�full of people and activities in an atmosphere of energy

e.	make somebody admire or respect you
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Understanding Check 1

Read the quotes, then watch the news and match them to the right people.

a.	 … it would have been the beating heart of ancient London.

b.	 … frankly a, quite a remarkable emotion to experience.

c.	 To actually see people using and enjoying, um, the space …

d.	 … two and a half storeys high. It was a huge, huge Roman building …

Understanding Check 2

Which is the best answer?

1.	 Where are the remains of the basilica?

a.	 They are on one of the streets of London’s Square Mile.

b.	 They are in some filing cabinets in a Roman office building.

c.	 They are in the Museum of London Archaeology.

d.	 They are in the basement of an office building in London.

2.	 What was the size of the basilica?

a.	 It was 40 metres wide and 20 metres long, and two and a half metres high.

b.	 It was 400 square metres, and over two metres high.

c.	 It was 40 metres long and 20 metres wide, and over two storeys high.

d.	 It was almost as big as London.

3.	 Why did the redevelopers have to move the positions of the columns?

a.	 The building was about to be redeveloped.

b.	 They didn’t want to destroy the special stones that they had found.

c.	 They wanted to be able to see people enjoying the space.

d.	 They planned to open the site to the public.

WATCHING THE NEWS

(     ) (     ) (     ) (     )

1 2 3 4
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What do you remember?

4.	 Why was this discovery important for our understanding of the history of London?

5.	 What sort of place was the basilica two thousand years ago?

6.	 Is London’s Square Mile the only place where we can find remains of Roman London?

　今から2,000 年ほど前の紀元 43 年にローマ帝国は現在のロンドンを侵略し、その 4年後の 47 年にロン
ディニウム（Londinium）という都市を設立しました。その後数十年間でロンディニウムは急速に拡大して2
世紀までに人口が6万人に達し、2世紀半ばに最盛期を迎えると、410 年にローマが撤退するまで存続しまし
た。都市の中心部にある公会堂（basilica）には、市の行政機関、裁判所、集会所、聖堂などがあり、政治
や裁判における重要な決定が下されました。公会堂は敷地 2ヘクタール、高さは3階建てで、当時のイギリ
スでは他に例を見ない大きな建物でした。また、公会堂にはサッカー場ほどの面積の広場もあり、商店などの
建物が立ち並び、あらゆる人々が訪れる活気のある場所となっていました。
　ニュースで取り上げられていたように、2023 年、ロンドンのグレイスチャーチ・ストリート（Gracechurch 
Street）の再開発に向けた解体工事において、その公会堂の一部が発見されました。1880 年代のリーデン
ホール・マーケット（Leadenhall Market）建設の際、公会堂の土台の支柱が発見されたことから、考古学
者たちは公共広場の大まかな位置を把握してはいたものの、遺構が良い状態で保存されている可能性は低い
と考えていました。しかし今回、長さ10メートル、幅 1メートル、奥行き4メートル以上に及ぶ石灰岩や
ローマ瓦で作られた広大な基礎と壁が、奇跡的にほぼ無傷のまま発見されました。
　こうしたロンドンにおける古代ローマ時代の遺跡はこれまでも度々発見されています。1987年にはライムス
トリート（Lime Street）で公共広場の一部が発見されました。また、1990 年と2001 年のロンドン博物館
（Museum of London）による調査では、公共広場の東側の構造物や床などが見つかり、2022 年にはロンド
ン考古学博物館（MOLA: Museum of London Archaeology）によってモザイクで作られた霊廟が発見さ
れています。これまで再開発に伴い発見された遺跡は博物館に移築するなどの方法が採られてきましたが、近
年では新たな配慮がなされています。例えば、かつてミトラス寺院（Temple of Mithras）が発見された場所
をブルームバーグ（Bloomberg）社が買収した際は、移築されていた遺跡を元に戻す決定がなされ、2017
年から一般公開が開始されました。今回発見された公会堂についても、ビルの開発業者はそれまでの建築計
画を修正し、32階建ての予定だったビルの高さを低くし、ガラスの床から遺跡を見渡せる展示スペースを建設
すると発表しました。かつての利益重視の再開発に欠けていた、歴史を尊重した開発が模索されています。

参考：
https://www.theguardian.com/uk-news/2025/feb/13/londons-first-roman-basilica-found-under-office-block

https://www.historic-uk.com/HistoryMagazine/DestinationsUK/Londons-Roman-Basilica-Forum/

https://www.smithsonianmag.com/smart-news/archaeologists-unearth-the-ruins-of-a-2000-year-old-roman-basilica-
beneath-an-office-building-in-london-180986070/

https://www.npr.org/2025/02/18/g-s1-49317/london-roman-basilica-archaeology-roman-empire-discovery

Background Information
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Filling Gaps

Watch the news, then fill the gaps in the text.

Rebecca Morelle: It’s a ( 1              ) modern city. But a rich history lies 

beneath the streets of London’s Square Mile. Now, a new ( 2              ) 

goes back to the city’s very beginnings. And it’s in the ( 3              ) of this 

building.

Morelle: I mean, you can see this is definitely an office building.

Sophie Jackson, Museum of London Archaeology: Yes, yes.

Morelle: Filing cabinets.

Jackson: Absolutely.

Morelle: But here it is.

Jackson: It’s the wall of the first Roman basilica. It’s absolutely ( 4              )!

Morelle: This is part of an important public building ( 5              ) in a large 

Roman forum.

Jackson: This was a building that was 40 metres long, 20 metres wide. It was 

probably two and a half storeys high. It was a huge, huge Roman building, and 

it was designed to ( 6              ). It’s a statement of their commitment to 

London and possibly ( 7              ) a change in the status of London and 

possibly even the fact that London is becoming the ( 8              ) of Britain.

Morelle: This is Guildhall Yard, 

which is the ( 9              ) of 

the modern city. And close to here 

was the Roman basilica and 

forum. Two thousand years ago, it 

would have been the beating 

heart of ancient London. It would 

have been a ( 10              ) 

place, with shops, offices, and a ( 11              ) market. And in this building 

here was where all of the ( 12              ) political and administrative 

decisions were made.

Morelle: The building the basilica is under is about to be ( 13              ). The 

discovery has meant a redesign to open the site to the ( 14              ).

James Taylor, Principal Architect, Woods Bagot: The columns have had to 

( 15              ) move positions so you’re not destroying all these, these 

special stones that we found in the ground. To actually see people using and 

ORIGINALCD 1-02 VOICEDCD 1-03
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enjoying, um, the space, moving 

through the public hall and down 

into to see the, um, see the 

remains will be absolutely 

( 16              ).

Morelle: Pockets of Roman London 

can be found all over the city, like 

here at the Temple of Mithras, 

which uses ( 17              ) to bring the archaeology to life.

Chris Hayward, City of London Corporation: The fact that Roman London is 

beneath your ( 18              ) is frankly a, quite a remarkable emotion to 

experience. And then you can walk outside, you can say, “Now look at the 

( 19              ). Now look at the office blocks.” This is progress. But at the 

same time, progress combined with ( 20              ).

Morelle: This ( 21              ) history has shaped what London is today. And 

now that history is being rediscovered, giving the city’s past a 

( 22              ) future. Rebecca Morelle, BBC News.

Notes

l. 2 Square Mile「スクエア・マイル」ロンドンの中心地であるシティ・オブ・ロンドン（City of London）の別名。面積が約 1 平方マイ
ルであることからそう呼ばれるようになった　l. 6 Museum of London Archaeology「ロンドン考古学博物館」ロンドンをはじめイギリ
ス全土において土地の開発や活用に関して考古学的見地から助言やサービスを提供している独立慈善団体。1973 年に設立されたロンド
ン博物館（Museum of London）の都市考古学部（DUA: Department of Urban Archaeology）が前身　l. 18 Guildhall Yard「ギ
ルドホール・ヤード」シティ・オブ・ロンドンにある屋外広場　l. 31 Woods Bagot「ウッズ・バゴット」グローバル建築コンサルティング業
者。1869 年にオーストラリアのアデレードで創業され、現在は世界各地で建築プロジェクトに携わっている　l. 41 the Temple of 

Mithras「ミトラス寺院」1954 年にシティ・オブ・ロンドンで発見された、太陽神ミトラスを祀った古代ローマの寺院
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MOVING ON

Making a Summary

Fill the gaps to complete the summary.

	 A wall of the first Roman basilica in Britain has been discovered by ( a                ) in 

the basement of a London office building that was being redeveloped. The design of the 

redevelopment has had to be changed, and columns ( l                ) moved so as not to 

destroy the special stones. The basilica, which will be opened to the public, was huge―40 metres 

long and 20 metres wide―and designed to ( i                ). It reflects the fact that London 

was to become the capital of Britain. Two thousand years ago, it was a ( t                ) 

place, with shops, offices, and a ( b                ) market. It is a remarkable emotion to 

experience Roman London beneath your feet, and then go outside and see the skyscrapers of 

London. It is progress combined with ( p                ).

Follow Up

Discuss, write or present.

1.	 Find out about some important archaeological discoveries in Japan.

2.	 The Romans left Britain in about 410 CE. Although they left behind long, solid 

roads and big, strong buildings and walls, in a few hundred years these were 

ruined, or even buried. Why do you think this happened?

3.	 Chris Hayward said, “The fact that Roman London is beneath your feet is 

frankly … quite a remarkable emotion …” What do you think he meant? Would 

you feel emotional if you could walk on Roman London? What about walking on 

an old Japanese castle?

CD 1-04

　古代ローマ軍は、入植すると各都市のインフラを整え交通網を整備しました。ブリテン島のロンディニウ
ムでも、市壁を巡らし水道を通して公衆浴場を作りました。ローマが撤退してロンドンと呼ばれるように
なっても、長い間その市壁は維持され、現在「シティ（The City）」と呼ばれる特別区を形作ってきました。
18世紀頃から、人口や交通量の増加に伴って市壁は取り崩されるようになり、完全な形では残っていませ
んが、現存する部分は大切に保護されています。ローマ時代の遺跡はロンドンのいたる所に散在し、様々な
文学作品にも描き込まれています。チャールズ・ディケンズ（Charles Dickens, 1812-70）の『デイヴィッ
ド・カッパーフィールド』（David Copperfield, 1850）では、主人公がストランド街近くのローマ風呂の冷
水に飛び込む場面が描かれていますが、これは著者自身の体験に基づいていると言われています。現在では
壁に覆われて入ることはできませんが、格子の隙間から見ることができます。ロンドンではこのような遺跡
を巡るガイドによるツアーが多く開催され、ガイドブックも多種刊行されています。

ロンドンに残るローマの遺跡 Behind the Scenes
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